
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

『CISとは何か—ロシア、ウクライナ、ベラルーシを
中心とした国際法専門家の見方』北海道大学スラブ
研究センター、1998年

岩下, 明裕
山口県立大学国際文化学部助教授

https://doi.org/10.15017/16368

出版情報：政治研究. 46, pp.129-146, 1999-03-31. 九州大学法学部政治研究室
バージョン：
権利関係：



資

料

紹

介

『C

I
S
と
は
何

か
ー

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ

・
ベ
ラ

ル
ー
シ

を
中

心
し
た
国
際
法
専

門
家

の
見
方
1
』
北
海

道
大
学

ス
ラ

ブ
研
究

セ

ン
タ
ー
、

一
九
九
八
年

岩

下

明

裕

は
じ
め
に
1
資
料
の
構
成

1

C
I
S

の
現
状

と
展
望

2

C
I
S
諸
国
の
相
互
関
係

に
お
け
る
若
干
の
法
的
諸
問
題

3

回
答
者

の
プ

ロ
フ
ィ
ー

ル

は

じ

め

に
1

資

料

の
構

成

評
者

が
右

記

ロ
シ
ア
語
資

料

を
編

ん
だ
最

大

の
理

由

は
、

ロ
シ
ア
を

中

心

と
す

る
旧

ソ
連

の
国
際

法
学

界

で
も

っ
と

も
難

し

い
テ

ー

マ
の

一

つ
が
C

I
S

で
あ

っ
た

こ

と
、

そ
し

て
雑
誌

論
文

な

ど

で
は
十
分

に
現

れ

て

こ
な

い
彼

ら

の
考

え
方

を
可

能

な

か
ぎ

り
拾

い
上

げ

た

か

っ
た

こ

と

の
二
点

で
あ

っ
た
。

上
記

の
資

料
集

は
評

者

が

一
九

九

七
年

九
月

一

七
ー

一
九
日

に
モ

ス
ク
ワ

で
開
催

さ

れ
た
第

四
〇

回

ロ
シ
ア
国
際

法
協

会
年

次

大
会

の
場

で
、

あ

る

い
は
そ

の
後
、

キ

エ
フ
、

ミ
ン

ス
ク

で
集

め
た
C

I

S

に
関

す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
も

と

に
質

問
項

目
ご

と

に

編
集

し
直

し

た
も

の

で
あ

る
。

四
〇
人

に
及

ぶ

C
I

S

の
専

門
家

に
対

す

る

こ
の
種

の
試

み

は
内
外

を
通

じ

て
初

め

て
で
あ

り
、
文

部
省

科

研

重
点

研

究

「
ス
ラ
ブ

・
ユ
ー
ラ

シ
ア

の
変

動

」

(
平
成

七
ー

九
年
度

)

及

び

国
際

学
術
研

究

「
東

中
欧

国
際

関
係

の
変

動
」

(平
成

八
ー
九

年
度

)

の

一
環

と

し
て
、

世
界

の

ロ
シ
ア
外
交

・
国

際
法

の
専

門
家

た
ち

の
基

本
資

料

と

す
る

べ
く

ロ
シ
ア
語

の
ま

ま
北
海

道

大
学

ス
ラ
ブ

研
究

セ

ン

タ
ー
報

告
書

と
し

て

一
九
九

八
年

三
月

に
出

版

さ
れ

た
。

し

か
し

な
が
ら

、

ロ
シ
ア
語

で
原
資

料

と
し

て
出

版
す

る

と

い
う

試

み
は

日
本

の
な

か

で
の
調
査

成

果

の
還
元

と

い
う
意
味

で
は
配
慮

に
欠

け

て

い
た
。

そ

れ
は
本

資
料

が

C
I

S

と

い
う

国
際
機

構
論

の
対

象

と

な
り
う

る

べ
き
素

材

を
も

と

に
C
I

S
諸

国

の
国
際

法
学

者

た
ち

の
意

見
を
収

集

し
た

も

の
に
も

か

か
わ
ら
ず

、

ロ
シ
ア
語

を
使

っ
て
仕
事

を

(À
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È
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す

る
こ
と

の
あ

ま
り

な

い
日
本

の
国

際
法

学
者

た

ち

に
は
何

ら
材
料

を

提

示

し
え

な

い
か
ら

で
あ

る
。
実

際

、
日
本

の
国
際

法
学

界

に

お

い
て
、

ロ
シ
ア

の
国
際
法

や

C

I
S
を

め
ぐ

る
研

究

は

「空

白
地

帯

」

と
な
り

つ

つ
あ

る
。
特

に
C

I
S

の
作
業

原

語

や
資
料

集

が

ロ
シ
ア
語

で
あ

る

た
め
、

国

際
法
学

や

国
際
機

構
論

で

の
重

要
な

素
材

で
あ

る

に
も

か

か

(
1
)

わ
ら
ず

、

こ

の
分

野

の
研
究

は
完

全

に
立

ち
後

れ

て

い
る
。
評

者

は

こ

の

「
空

白
」

を
多

少

な
り

と
も
埋

め
、
論
議

の
た

め

の
素

材

を
提
供

す

る

べ
く

、

上
記
資

料
集

の
翻

訳

・
紹
介

を

日
本

語

で
試

み
る

こ
と

に
し

た
。

こ
れ

が
本
稿

の
最

初

の
そ

し

て
最
大

の
目

的

で
あ

る
。

と

は

い
え
、

す

で
に
出
版

し

た
資
料

集

を
編

者

み
ず

か
ら
改

め

て
紹

介

す

る
理
由

は
他

に
も
存

す
る
。

第

一
に

一
九

九

八
年

の
資

料
集

の
刊

行

以
後

に
寄

せ
ら

れ

た
五
件

の
ア

ン
ケ

ー
ト

に
対
す

る
回

答
を
追

録

す

る

こ
と
が

そ
れ

で
あ

る
。

モ

ス
ク

ワ
国
際
関

係

大
学

国
際

法
主

任
教

授

の

コ
ー

ロ
ソ

フ
氏

か

ら

は

ア

ン
ケ

ー
ト

調

査

の
進

め
方

な

ど

に

つ

い

て
、
事
前

に
有

益

な
示
唆

を

得

て

い
た
が
、

「
技

術
的

な
理

由
」
に
よ

り

コ
ー

ロ
ソ

フ
氏

自

身
が

取
り

ま

と
め

た
回
答

を
資

料
集

に
は
収
録

す

る

こ
と
が

で

き
な

か

っ
た
。

従

っ
て
、
本

稿

は
先

の
資
料

集

を
補

う
意
味

も
有

し

て

い
る
。

第

二
の
理
由

は

、
資
料

集
刊

行

以
後

に
C
I

S
研
究

者

の
専
門

家

か

ら
寄

せ
ら

れ

た

コ
メ

ン
ト
や
批

判

を
取

り
入

れ
た
点

に
求

め

ら

れ
る
。

資

料
集

に
お

い

て
は

ロ
シ
ア
語

表
記

の
ミ

ス
や
手
書

き

か
ら

活
字

に
入

力

す

る
際

に
生

じ

た
と
思

わ

れ
る
誤

り

も
指
摘

さ

れ
た
。

ま

た
、
資

料

集

で
は
原
資

料

に
忠

実

に
収

録

し

た
た

め
、
学

術
的

に
あ
ま

り
意
味

を

有

し

な

い
回
答

も
数

多
く
含

ま

れ

て

い
た
。
本

稿

で
は
詳

細

に
言

及
す

る

こ
と

は
手
控

え
た

が
、
定

性

的

に
重
要

だ

と
思

わ
れ

る
意

見
を
中

心

に
国
際

法

学
者

た

ち

の
回
答

を

翻
訳

し
、

項
目

の
再

構
成

を
行

っ
た
。

従

っ
て
、

以
前

の
資
料

集

の
な

か

で
は
十

分

に
抽
出

し
得

な

か

っ
た
諸

回
答

の
新

た
な
意

味

を
本
稿

の
紹

介

を
通

じ

て
、
読

者

は

「
発
見
」

で

き
よ

う
。

さ

て
紹
介

す

る
資
料

集

の
原
本

は
以
下

の
よ
う
な

構
成

を

と

っ
て

い

る
。

序

文

調
査
概
要

第

1
章

C
I

S
の
現
状

と
展
望

1

現
状
と
展
望

(1
)

C
I
S
と
は
何
か

(2
)

C
I

S
の
将
来

一㎜}



2

鍵
と
な
る
国
家

・
国
際
機
構
な
ど

(-
)

C
I

S
の
モ
デ
ル

(
2
)

C
I

S
に
影
響

を
与
え
る
国

・
機
構
な
ど

3

ロ
シ
ア

・
ウ
ク

ラ
イ
ナ

・
ベ
ラ
ル
ー
シ
間
の
関
係
が
C
I

S

へ
与

え
た
影
響

(
1
)

ロ
シ
ア

・
ベ
ラ
ル
ー
シ
関
係

(
2
)

ロ
シ
ア

・
ウ
ク
ラ
イ

ナ
関
係

第

2
章

C
l
S
諸
国

の
相
互
関
係

に
お
け
る
若
干

の
法
的
問
題

1234
付
録

二
重
国
籍

C
I

S
国
境

平
和
維
持

そ

の
他

の
問
題

回
答
者

の
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル

ア
ン
ケ
ー
ト
項
目

ミ

ン
ス
ク
の
学
生

の
意
見

本

稿

で
は
、

五

〇
頁

に
及

ぶ
資
料

集

第

1
章

の
ー

・
2
、
第

2
章

の

ー

.
3

.
4
の
な

か

で
回
答

者

の
主
張

が
明

瞭

な
も

の
を
中

心

に
構
成

し

た
。
第

1
章

の
3
及
び

第

2
章

の
2
を
割

愛

し
た

理
由

は
、
前

者

に

関

し

て
は
法

学
的

と

い
う

よ
り

は
政
治

的

な
論
議

で
あ

る
こ
と

、
後
者

に
関
し

て
は
回
答
者

の

「
国

境
」

を

め
ぐ

る
理
解

の
多

様
性

か
ら
論
議

の
方
向

が
整

理

で
き
な

い
こ
と

に
あ

る
。

と
く

に
後
者

に
関

し

て

は
編

者
自

身

の
質

問

の
意
図

が

回
答
者

に
十

分

に
伝

わ
ら

な

か

っ
た

こ

と
が

そ

の
原

因

で
あ

っ
た
。

ま

た
、
読

者

の
便

を
考

え
プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
も

必

要

な
部

分
を
収

録

し
た

。

な

お
、

ア
ン
ケ

ー

ト
の
内

容
及
び

手

法
、

Y

E
S

・
N
O

形
式

で
回

答

を
集

め
た

ア

ン
ケ

ー
ト

の
定
量

分
析

は
拙
稿

「
国
際

法
学

者
が

み

た
C

I
S
ー

ロ
シ
ア

・
ベ
ラ

ル
ー

シ

・
ウ
ク

ラ
イ

ナ

を
中

心

に
ー
」
『
東
中

欧
地

域

国
際
関

係

の
変

動
』
文
部

省
科

研
国

際

学

術
研
究

報

告
書

、

一
九
九

八
年

、

及
び

「
C

I
S

の
機

構
的

展
開

」

『
C
I

S

の
現
状

と
将
来

の
動
向
』
日
本

国

際
問
題

研

究
所

、

一
九
九

八

年

を
参

照

さ
れ

た

い
。

1

C
I

S

の
現

状

と

展

望

(
1
)

C

I
S

と
は
何

か

「
連

邦
、

国
家

連
合

、
国

際
機

構
、

そ

の
他
」
の
四

つ
に
わ

け

て
回
答

を

も

ら

っ
た
。

回
答

の
内

訳

は
以
下

の
通

り
。

・
連
邦

な
し

　㎜



・
国
家

連
合

ラ
ザ

レ
フ

フ

ィ
セ

ン

コ

・
国
際

機
構

ア

キ

メ

ン

コ

ベ

ル
グ

ホ

リ

ッ

ァ
ス

ブ

ロ

フ

カ

ヴ

ェ
リ

ャ
ミ

ノ

フ

ガ

ラ

ニ

ダ

ニ
レ
ヴ

イ
チ

デ

ム

レ
ン

コ

ド

ゥ

リ

ス
カ

ヤ

イ

ヴ

ァ
ネ

ン

コ

イ

ヴ

ァ
ノ

ブ

ケ
ポ

フ

ク
リ

フ
チ

コ

ヴ

ァ

ク
プ

シ

ニ
ナ

レ
オ

ノ
ヴ

ィ
チ

ル
カ

シ

ュ
ウ
ク

メ

レ

シ

コ

モ
イ

セ

ー

エ
フ

ネ

リ
プ

ペ
ッ

ン

ル
ド

ク
ヴ

ァ
ス

ト

ゥ
ズ

ム

ハ

メ
ー

ド

ブ

フ

ァ
ジ

ロ
フ

フ

ヨ
ー
ド

ロ
ヴ

ァ

シ

ン

カ

レ

ッ

カ

ヤ

シ
ャ
タ

ス

ユ
レ
ヴ

ィ
チ

ヤ
ク

シ

ク

・
そ

の

他

ブ

リ

シ

チ

ェ
ン

コ

デ

ル

ガ

チ

ョ
フ

ズ

ィ
バ

イ

ロ

コ
ー

ロ
ソ

フ

ク

レ
ム

ニ
ョ
フ

ミ

ロ
シ

ニ
コ
ヴ

ァ

セ

ミ

ョ
ー
ノ

フ

ト

ラ
ガ

ニ

ュ
ク

シ
チ

ェ
ル
バ

コ
ヴ

ァ

(国

際
機
構

)

ア
キ

メ

ン

コ

日
C

I
S

は
政
府

間

国
際
機

構

で
あ

り
、

将
来

は
国
家

連

合

に
な

り
う

る
。

ベ

ル
グ

ホ

リ

ツ

ァ
ス

日
国

家
連

合

へ
の
指

向

を
有

し
た
地

域

的
国

際
機

構

。

ブ

ロ
フ

力

日
政

府
間

国
際

機
構

。

ヴ

ェ
リ

ャ
ミ

ノ
フ

日
弱
く

も

ろ

い
構

造

の
国
際

機
構

で
あ
り

、
法

制
化

が
不

十
分

で
政

治
的

利
益

を

反
映

し

て

い
る
。

ガ

ラ

ニ

日
同
権

で
パ

ー
ト
ナ

ー
的

な
関
係

の
樹

立

が
不

可
欠

で
あ

る
。

デ

ム
レ

ン

コ

日
国
際

機
構

で
あ

る
が
、
共

通

の
法
が

機
能

し

て

い
な

い
。

モ
イ

セ
ー

エ
フ

日
地

域

的

国

際
機

構

の
全

て

の
指

標

が
存

在

し

て

い

る
。

シ

ン
カ

レ
ツ

カ
ヤ

日
C

I
S
構

成

国

に
よ

っ
て
主
権

が

維
持

さ

れ
て

お

り
、

構
成

国
間

で
作

用

し

て

い
る
法

は

国
際
法

で
あ

る
。

ま
た
C

I

S

の
全

て
の
管

理
機
関

は
代

表
機

関

で
あ

る
。
従

っ
て
、

C

I
S

は
国
際

機
構

で
あ

る
。

(
そ

の
他

)

デ

ル
ガ

チ

ョ
フ

日
C
I

S
は

国
家
間

協

力

の
過

渡

的

か

つ
独
自

な

形
態

で
あ

る
。

な
ぜ

な

ら
、
国

際
法

の
作

用

が
限

ら
れ

、
関

係

は
同
等

で

な

く
状

況

に
左
右

さ

れ
や

す
く
、

参
加

国

の
長

期
的

な
利

益

に
応
じ

た
形

態

で
も

な
く
、
統
合

と

い
う
選

択
肢

の
効

率

も
よ
く

な

い
か
ら

で
あ
る
。

コ
ー

ロ
ソ

フ

日
様

々
な
諸

条
約

に
基

づ

い
た

同
盟

。

ク

レ
ム

ニ

ョ
フ

日
国
際
機

構

と
国
家

連
合

の
要

素

を
併

せ
持

つ
が
、
国

際
機

構

の
要
素

が

や
や
多

い
。

ミ

ロ
シ

ニ

コ
ヴ

ァ

日
C

I
S

は
国
家

連
合

と
特

殊

な
国
家

間

同
盟

が
組

一
32
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合

わ

さ
れ

た
国
際

機
構

で
あ

る
が
、

ま
だ

国
際

的
水

準

に
ま

で
成
長

し

て

い
な

い
。

な
ぜ

な

ら
、

C
I

S
諸

国

は
ま
だ
自

ら

の
国
家

性

と
法

的

基

礎

が
形
成

さ

れ
た

に
す
ぎ

な

い
か
ら

で
あ

る
。

こ
れ

は
将
来

、

国
家

連

合

と

国

際

機
構

の
中

間

的

な

特

性

を

も

っ
た
同

盟

と
な

る

で

あ

ろ

う

。
(2
)

C

I
S

の
将
来

「
現
状

維
持

、

統
合

、
解

体
、

そ

の
他
」
の
4

つ
に
わ

け

て
回
答

を
も

ら

っ
た
。

回
答

の
内

訳

は
以
下

の
通

り
。

・
現
状
維

持

ブ

ロ
フ
カ

ヴ

ェ
リ

ャ
ミ
ノ

フ

ダ

ニ
レ
ヴ

イ
チ

デ

ム

レ
ン

コ

ペ
ッ

ン

フ
ィ

セ

ン

コ

シ
チ

ェ
ル
バ

コ
ヴ

ァ

・
統

合

ア
キ

メ

ン

コ

ベ
ル
グ

ホ
リ

ツ

ァ
ス

ド

ゥ
リ

ス
カ
ヤ

イ

ヴ

ァ
ネ

ン

コ

コ
ー

ロ
ソ

フ

ク
リ

フ
チ

コ
ヴ

ァ

ラ
ザ

レ
フ

レ
オ

ノ
ヴ

ィ
チ

ル
カ

シ

ュ
ウ
ク

メ

レ

シ

コ

モ
イ

セ
ー

エ
フ

ト

ラ
グ

ニ

ュ
ク

フ

ァ
ジ

ロ
フ

シ

ン
カ

レ
ッ

カ
ヤ

シ
ャ
タ

ス

ユ
レ
ヴ

ィ

チ・
解

体

ケ

ポ

フ

ガ

ラ

ニ

デ

ル

ガ

チ

ョ
フ

ズ

ィ

バ

イ

ロ

イ

ヴ

ァ
ノ

ブ

ネ

リ
プ

セ
ミ

ョ
ー

ノ

ブ

・
そ

の
他

ブ

リ

シ
チ

ェ
ン

コ

ロ
シ

ニ

コ
ヴ

ァ

ル
ド

ク
バ

ス

ロ
ヴ

ァ

ヤ

ク

シ
ク

ク

レ

ム
ニ

ョ

フ

ク

プ

シ

ピ

ナ

ミ

ト

ゥ
ズ

ム

ハ

メ

ー

ド

フ

フ

ヨ
ー

ド

(現

状
維
持

)

ヴ

ェ
リ

ャ
ミ

ノ
フ
：

近

い
将

来

は
現

状
維

持

で
あ

る
が
、
将

来

は
統

合
。

但

し

、
全

て

の
加
盟

国
が

そ
う

な

る
わ

け

で
は
な

い
。

デ

ム
レ

ン

コ
：

こ

こ
五
年

は
現

状
維

持
、

次

の

一
五
年

で
統
合

か
解

体

の
ど

ち
ら

か

に
な

る
が
、

こ

れ
は

二
〇
〇

〇
年

ま

で

の
期

間

の
動
向

に

左

右

さ
れ

よ
う

。

フ

ィ
セ

ン

コ
：

現
状

維
持

で

は
あ

る
が
、

漸
進

的

に
統
合

の
方

向

へ
向

か
う

。

シ
チ

ェ
ル
バ

コ
ヴ

ァ

日
こ
れ

は
政
治

的

な
問
題

で
し

か
な

い
。

(統

合
)

ラ
ザ

レ

フ

"
次
第

に
経

済

統
合

へ
進

む
。

ル
カ

シ

ュ
ウ
ク

日
明

ら

か

に
統

合
。

シ

ン
カ

レ
ツ
カ

ヤ

日
政
治

的

に
は
独

立

の
ま

ま

で
経

済

・
科
学

・
技

術

の
統
合

が
進

む
。
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(解

体

)

デ

ル
ガ

チ

ョ
フ
：

近

い
将
来

は

不
均
等

な
解

体

が
起

こ
る

が
、
中

期
的

に
は

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
経

験
を

考
慮

し

た
協
力

形
態

に
進

む

か
、
取

っ
て

代

わ

ら
れ

る
。

セ
ミ

ョ
ー

ノ
ブ
：

先
行

き

は
統
合

だ

が
、
近

い
将

来

は
解
体

で
あ

る
。

(そ

の
他
)

ブ

リ

シ
チ

ェ
ン
コ
：

国

家
連

合

に
近
づ

く
。

ク

レ

ム

ニ
ョ
フ
：

こ

こ
数
年

は
地

域
協

力

が
活

発
と

な

ろ
う
。
将

来
的

に
条
約

が
履

行

さ
れ

た
場
合

に
は
国
際

機
構

と

し

て

の
地
位

を

も

ち
う

る
。

ミ

ロ
シ

ニ
コ
ヴ

ァ
：

国

家
連

合

と
な

る
。

た
だ

C

I
S

は
二
、

三

の
国

家

集
団

に
わ

か
れ
る

と
思

う
。

ヤ
ク

シ
ク
：

C

I
S

の

い
く

つ
か

の
加

盟

国

で
は
統
合

が

進

む
が
、

そ

の
他

の
諸
国

の
関

係

で
は
解

体

が
進

む
。

「
解
体

」
を
選

ん
だ

七
人
中

四
名

が

ウ

ク
ラ
イ

ナ
人

で
あ

っ
た

こ
と
が

興

味

ふ
か

い
。

ロ
シ
ア
人

は

二
人

い
た
が
、

と
も

に

一
九

七

三
年

生

ま

れ

モ

ス
ク

ワ
国
際

関
係

大
学

の
大

学
院

生

で
あ

っ
た
。

中
堅

以
上

の

ロ

シ
ア
人
国

際
法

学
者

で

「
解
体

」

を
選

ん
だ

も

の
が
皆
無

で
あ

る
こ

と

を

思
え
ば

、

こ

の
二
人

の
回

答

は
象

徴

的

で
あ

る
。

ロ
シ
ア

の
若

い
世

代

の
な

か

に
は

「
C

I
S
離

れ
」

が
進
行

し

つ

つ
あ

る

の
か
も

し
れ

な

い
。

た

だ
、

「
解
体

し
と

い
う

回
答

の
な

か

に
は
短

期
的

に
そ
う

み
な

し

つ
つ
も
、

長
期

的

に

は

「
再

統
合

」
と

み

な
す
も

の
が
含

ま
れ

る

こ
と

も
付

言

し

て
お

こ
う
。

ま

た

「
現
状

維

持
」

を
選

ん
だ

人

々
も
将

来

の

統
合

に
含

み
を
残

し

て

い
る
も

の
が
少

な
く

な

い
。

(
3
)

C
I

S

の

モ
デ

ル

「
C

I
S

の

モ
デ

ル
」
と

し

て
近

い
も

の
を

「
E
U
、

N

A
T

O
、

O

S

C

E
、

ソ
連

、

コ
メ

コ
ン
、

ワ

ル
シ

ャ
ワ
条
約

機
構

、
米

州
機

構

、

ア

フ
リ
カ
統

一
機

構
、

そ

の
他
」

か
ら
回
答

し

て
も

ら

っ
た
。

「
ソ
連

」

「
ワ

ル
シ

ャ
ワ
条
約

機
構

」

と
答

え
た

も

の
は
皆
無

で
あ

っ
た
。

・
E

U

ア

キ

メ

ン

コ

デ

ル

ガ

チ

ョ

フ

ド

ゥ
リ

ス

カ

ヤ

イ

ヴ

ア

ネ

ン

コ

コ
ー

ロ

ソ

フ

レ
オ

ノ

ヴ

イ

チ

ル

カ

シ

ュ
ウ

ク

メ

レ

シ

コ

ネ

リ

プ

モ

イ

セ

ー

エ

フ

ル

ド

ク

ヴ

ァ

ス

セ

ミ

ョ
ー

ノ

ブ

フ

ァ
ジ

ロ

フ

シ

ン

カ

レ

ツ

カ

ヤ

シ

チ

ェ
ル

バ

コ
ヴ

ァ

ユ

レ
ヴ

イ
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チ

ヤ
ク

シ
ク

・
N

A
T

O

シ
チ

ェ
ル
バ

コ
ヴ

ァ

・
O
S

C

E

ブ

リ

シ
チ

ェ
ン

コ

デ

ム

レ
ン

コ

ダ

ニ
レ
ヴ

イ
チ

・
コ

メ

コ

ン

ベ

ル
グ

ホ

リ

ッ

ァ

ス

ズ

ィ
バ

イ

ロ

イ

ヴ

ァ
ノ

ブ

ケ

ポ

フ

ク
リ

フ
チ

コ
ヴ

ァ

ク
プ

シ

ニ
ナ

ペ

ツ

ン

フ

ヨ
ー
ド

ロ

ヴ

ァ

シ

ン
カ

レ

ツ
カ
ヤ

・
米

州
機

構

ガ
ラ

ニ

・
ア

フ
リ
カ
統

一
機

構

ト
ラ
グ

ニ
ュ
ク

・
そ

の
他

ヴ

ェ
リ

ャ
ミ

ノ

フ

ク

レ
ム

ニ

ョ
フ

ミ

ロ
シ

ニ
コ
ヴ

ァ

フ
ィ

セ
ン

コ

ヤ
ク

シ
ク

(
コ
メ

ン
ト
)

ヴ

ェ
リ

ャ
ミ

ノ

フ
：

国
家

連

合
。

ク

レ
ム

ニ
ョ
フ
：

独
自

の
性

格
。

ミ

ロ
シ

ニ

コ
ヴ

ァ
：

ス
ラ
ブ
諸

国

の
共

同
体

。

フ
ィ
セ

ン

コ
：

モ
デ

ル
は
存

在

し
な

い
。

シ

ャ
タ

ス
：

マ
ー

ス
リ

ヒ

ト
以
前

の
E
U
。

シ
ン
カ

レ

ツ
カ
ヤ
：

今

は

コ
メ

コ
ン
で
あ

る
が
、

遠

い
将
来

は
E

U
。

ヤ
ク

シ

ク
：

あ

る
加

盟

国

に
と

っ
て

は
E

U

で
あ

る

が
、
他

の
加

盟

国

に

と

っ
て

は

ブ

リ

テ

イ

シ

ュ

・
コ

モ

ン

ウ

ェ

ル

ス

。

予
想

通

り
、
過

半
数

近

く
が

「
E

U
」

を
選
択

し

た
。

興
味

深

い
の

は

「
コ
メ

コ
ン
」

が

九
名

も

い
た

こ
と

で
あ

ろ
う
。

そ

の
う

ち
、

四
名

は
今

回

追
加

し

た

モ

ス

ク

ワ
国

際
関

係

大

学

か
ら

の
回
答

で

あ

っ
た

(但

し
、

コ
ー

ロ
ソ
フ
自
身

は

「
E

U
」
を

選
択

し

て

い
る
)
。

ソ
連

に

よ
る
東

欧

の
支
配

道
具

の
ひ
と

つ
と

し

て
の

「
コ
メ

コ
ン
」
と

い
う

西

側

の
評

価

で

み
た
場
合

、
意

外

と
も

思
え

る

か
も

し
れ
な

い
が

、
彼

ら

に
と

っ
て

の

「
セ
フ

(
コ
メ

コ
ン
)
」
の
イ

メ
ー
ジ

が

「
社
会

主
義

」
と

い
う
枠

組

さ
え

は
ず

さ
れ

れ
ば
、

国
家

主
権

を

一
定
程

度

認

め
ら

れ
た

緩

や

か
な
国

際
経

済
機

構

と

い
う
も

の

で
あ

っ
た

こ
と
を

思
え
ば

、

こ

の
回
答

は
あ

る
意

味

で
納
得

し

う
る

も

の
で
あ

る
。

「
民
主

派
」
の
シ

ン

カ

レ
ツ
カ

ヤ
が

「
い
ま
だ

セ
フ

、

将
来

は

E
C

」

と
、

一
九
七

〇
年

世

代

の
ズ
ィ

バ
イ

ロ

(
ベ
ラ

ル
ー

シ
)

が

「
セ
フ

以
上

の
も

の
で
な

い
」

と
指
摘

し

て

い
る

の
は
そ

の
点

を
物
語

っ
て

い
る

と
思
わ

れ

る
。
「
そ

の

他

」
を

選

ん
だ
人

は

C
I

S

の

「
ユ
ニ
ー
ク

さ
」
を
念

頭

に
置

い
て

い

る
よ
う

で
あ

る
。

(
4
)

影
響

を
与

え

る
国

・
機
構

な

ど
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い
く

つ
か
の
国

・
国
際

機
構

を
あ

げ
、
複

数

の
回

答
を

選
ん

で
も

ら

っ

た

。
事
前

に
提

示

し
た

国

の
う
ち

「
バ

ル
ト

三
国

」
を

選
ん

だ
も

の
は

皆
無

で
あ

っ
た
が
、

「
中

央

ア
ジ

ア
諸

国
」
の
項
目

で
わ
ざ

わ
ざ

「
カ
ザ

フ
ス
タ

ン
」
に
言
及

し

た
人

が
三
名

い
た
。

ま
た
、

「
日

本
」
以
下

の
回

答

は

「
そ

の
他

」

の
項

目

の
中

で
の
回
答

で
あ

る
。

・
国

連

ケ

ポ

フ

ユ
レ
ヴ

イ
チ

・
N

A
T
O

ク

レ
ム

ニ

ョ
フ

ト

ラ
グ

ニ
ュ
ク

・
ア

メ

リ

カ

ベ

ル
グ

ホ

リ

ッ

ァ
ス

ヴ

ェ
リ

ャ
ミ

ノ

フ

ガ

ラ

ニ

デ

ム

レ

ン

コ

イ

ヴ

ァ
ノ

ブ

ケ

ポ

フ

メ

レ

シ

コ

フ

ァ
ジ

ロ

フ

フ

ヨ
ー

ド

ロ
ヴ

ァ

フ
ィ

セ

ン

コ

シ
チ

ェ
ル
バ

コ
ヴ

ァ

・
ド

イ

ツ

ガ

ラ

ニ

デ

ム

レ
ン

コ

イ

ヴ

ァ
ノ

フ

ク

プ

シ

ニ
ナ

シ
チ

ェ
ル
バ

コ
ヴ

ァ

・
ウ
ク

ラ
イ

ナ

ア
キ

メ

ン

コ

ブ

リ

シ
チ

ェ
ン

コ

ヴ

ェ
リ

ャ
ミ

ノ

フ

ケ
ポ

フ

コ
ー

ロ
ソ

フ

ル
カ

シ

ュ
ウ
ク

メ

レ
シ

コ

ミ

ロ
シ

ニ

コ
ヴ

ア

モ
イ

セ
ー

エ

フ

ネ

リ

プ

ペ

ツ

ン

ル
ド

ク

ヴ

ァ
ス

セ
ミ

ョ
ー

ノ
フ

ト
ラ
グ

ニ
ュ
ク

フ

ヨ
ー
ド

ロ
ヴ

ァ

フ

イ
セ

ン

コ

シ
ン

カ

レ
ツ
カ

ヤ

シ

ャ
タ

ス

ヤ

ク

シ
ク

・
ベ
ラ

ル

ー

シ

ア

キ

メ

ン

コ

ブ

リ

シ

チ

ェ
ン

コ

ズ

ィ

バ
イ

ロ

ケ
ポ

フ

コ
ー

ロ
ソ

フ

ク
リ

フ
チ

コ
ヴ

ァ

レ
オ

ノ
ヴ

ィ
チ

ル
カ

シ

ュ
ウ

ク

ミ

ロ
シ

ニ

コ
ヴ

ァ

モ
イ

セ
ー

エ
フ

ユ
レ
ヴ

ィ
チ

ヤ

ク

シ
ク

・
中

央

ア

ジ

ア

諸

国

ブ

リ

シ
チ

ェ
ン

コ

ズ

イ
バ

イ

ロ

レ
オ

ノ

ヴ

ィ
チ

ネ
リ

プ

ペ
ツ

ン

シ
ン
カ

レ
ッ
カ

ヤ

(特

に
カ
ザ

フ

ス

タ

ン

ベ

ル
ゴ

ホ

リ

ッ

ァ
ス

ク

レ
ム

ニ

ョ
フ

シ

ャ
タ

ス
、

特

に
ア

ル
メ

ニ
ア

ク
リ

フ
チ

コ
ヴ

ア
)

・
中
国

デ

ム

レ
ン

コ

・
日

本

デ

ム

レ
ン

コ

・
欧

州
議
会

ル
ド
ク

バ

ス

・
中
東

欧
諸

国

デ

ル
ガ
チ

ョ
フ

・
独
自

の
道

イ
ヴ

ァ
ネ

ン

コ

回

答

の
傾
向

を

ま
と

め
れ
ば

、

C
I

S

は
外
国

の
影

響
を

受
け

る

よ

り
も

内
在

的
論

理

で
動

く

(加

盟

国
自
体

の
動
向

で
将

来
を

左
右

さ

れ

る
)

と

み
な

さ
れ

て

い
る
よ

う

で
あ

る
。
外

国

の
な

か
で
最

も
数

が
多

か

っ
た

の
は
予

想
通

り

、
「
ア
メ

リ
カ
」

で
あ

る

が
、

「
ウ

ク
ラ

イ
ナ
」
、

「
ベ
ラ

ル
ー

シ
」
、

「
中
央

ア
ジ

ア
」

と
比

べ
る
と
多

い
と

は

い
え

な

い
。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
動
向

(例

え
ば

N

A

T
O
拡

大
)

が
直

接

に
C

I
S

の

一
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動
向

に
影

響
を

与

え
る

と
す

る
見
方

は
修

正

す

べ
き

か
も
し

れ

な

い
。

C

I
S

は
も

っ
と

C
I

S

に
内

在

す
る
要

因

で
動

き
う

る

(と
当

事
者

た

ち
は
少

な
く

と

も

み
な

し

て

い
る
)
。
た
だ
、
ウ

ク

ラ
イ
ナ

に
関

し

て

は
明

ら

か

に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
重
視

の
声

が

あ
り
、
「
中

東
欧

諸
国

」
、
「
欧
州

議

会

」

に
言
及

さ

れ

て

い
る
点

に
注

視

し
よ

う
。

2

C

I

S

諸

国

の
相

互

関

係

に

お

け

る
若

干

の
法

的

諸

問

題

(1
)

二
重

国
籍

C

I
S
諸

国

で

の
導
入

に

つ
い
て

「
支

持
、

不
支

持

、
そ

の
他

」

の

三

つ
に
回
答

し

て
も

ら

っ
た
。

な

お
、

二
重
国

籍
導

入

の
争
点

は
、
主

に
C

I

S
諸

国

全

体

に
散

住

す

る

ロ
シ

ア
系

住

民

の
権

利

保
護

を

め

(
2
)

ぐ

っ
て
、

ロ
シ
ア

と
そ

れ
以
外

の
諸

国

の
対
立

と

し

て
現
れ

て

い
る
。

・
支

持

ア

キ

メ

ン

コ

ベ

ル
グ

ホ
リ

ッ

ァ

ス

ヴ

ェ
リ

ャ
ミ

ノ

フ

デ

ム

レ
ン

コ

イ

ヴ

ア
ネ

ン

コ

ク

レ

ム

ニ
ョ
フ

レ
オ

ノ
ヴ

ィ
チ

メ

レ

シ

コ

ミ

ロ

シ

ニ

コ
ヴ

ァ

モ

イ

セ
ー

エ

フ

フ

ァ
ジ

ロ

フ

フ

ヨ
ー
ド

ロ
フ

シ

ャ
タ

ス

ユ
レ
ヴ

ィ
チ

・
不
支

持

ブ

ロ
フ
カ

ガ

ラ

ニ

ダ

ニ
レ
ヴ

ィ
チ

デ

ル
ガ
チ

ョ
フ

ズ

ィ

バ
イ

ロ

イ

ヴ

ァ
ノ

ブ

ケ
ポ

フ

コ
ー

ロ
ソ

フ

ク
リ

フ
チ

コ

ヴ

ァ

ク

プ

シ

ニ
ナ

ネ

リ

プ

ル
ド

ク

ヴ

ァ
ス

セ

ミ

ョ
ー

ノ

フ

ト

ラ
グ

二

ユ
ク

フ

ィ
セ

ン

コ

シ

ン
カ

レ
ッ

カ
ヤ

シ
チ

ェ
ル

バ

コ

ヴ

ァ
・
そ

の
他

ブ

リ

シ

チ

ェ
ン

コ

ド

ゥ
リ

ス

カ

ヤ

ル

カ

シ

ュ
ウ

ク

ペ
ッ

ン

ト

ゥ
ズ

ム

ハ
メ

ー
ド

フ

ヤ
ク

シ
ク

(支

持
)

ア

キ
メ

ン

コ
：

こ

の
問
題

は
将

来

の
こ
と

で
あ

る
が
、
支

持

す

る
。
も

っ

と

も
あ

り
う

る
相
手

国

は

(
ロ
シ
ア

に
と

っ
て
)
ベ
ラ

ル
ー
シ

で
あ

る
。

ヴ

ェ
リ

ャ
ミ

ノ

フ
：

C

I
S

の
人

口
的

民
族

構
成

を
考

慮

し

て
支

持

す

る
。

狭
量

な

民
族
的

利
益

に
よ

っ
て
導

入

が
拒
否

さ

れ

て

い
る

が
、

こ

れ

は
人
権

侵
害

で
あ
る
。

デ

ム

レ
ン

コ
：

こ
れ

は
民
主
主

義

の
展

望

で
あ

る
が

、
導

入
は
指

導
者

の
独
裁

に
よ

っ
て
拒

否

さ

れ
て

い
る
。

ミ

ロ
シ

ニ
コ
ヴ

ァ
：

ま

だ
諸

国

に
お

い

て
人
権

の
仕
組

み
が
形
成

さ
れ

て

い
な

い
以

上
、

す
く

な
く

と
も

最
初

の
数

年

は

二
重

国
籍

が

不
可
欠

で
あ

る
。

自

国
民

の

「
人
気

と
り

」
を

し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
何

人

か

(äâîéíîå 
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の
指
導

者

た
ち

の
政

治
的

野
心

に
よ

っ
て
導

入
が
阻

ま

れ

て

い
る
。

モ
イ

セ
ー

エ
フ
：

ト

ル
ク
メ

ニ
ス
タ

ン
と

ロ
シ

ア
の
例

の

よ
う

に
導
入

を
支
持

す

る
。

導
入

が
進

ま

な

い
の
は
国

内

の
安
定

に
二
重

国
籍

の
行

使

が
与

え

る
影

響
が

懸
念

さ

れ

て

い
る

か
ら

で
あ

る
。

(不

支
持

)

ブ

ロ
フ

カ
：

国

民

国
家

の
発

展

に
と

っ
て
危

険

で
あ

る
。
問

題

は
他

の

方
法

で
克

服

し
う

る
。

ル
ド

ク
バ

ス
：

絶
対

反
対

。

国
際

法

は
こ

の
問
題

に
余

す

と

こ
ろ
な

く

判
断

を

く
だ

し

て

い
る
。

フ
ィ
セ

ン

コ
：

二
重
国
籍

は
国
家

体
制

を
解

体

さ
せ

る
。

シ
ン
カ

レ

ツ
カ
ヤ
：

許

容
す

る
が

好

ま
し

く
な

い
。

主
権

国
家

に
と

っ

て
具
合

の
よ

い
も

の
で
は

な

い
。

シ
チ

ェ
ル
バ

コ
ヴ

ァ
：

国
民

の
利

益

と
な

ら
な

い
。

ス
パ
イ

に
対

す
る

懸
念

も
あ

る
。

(そ

の
他

)

ブ

リ

シ
チ

ェ
ン

コ
：

支
持

は
し

な

い
が
、
ど

ち
ら

と
も

い
え

な

い
。
「
同

胞

の
地

位

の
問
題

と
し

て
考

え
た

い
。

ド

ゥ
リ

ス
カ

ヤ
：

E

U

と

の
ア

ナ

ロ
ジ

ー

で
考

え

る
な

ら
、

「
C

I
S

籍

」

と

い
う
考

え
方

も
あ

る
。

ラ
ザ

レ

フ
：

国
際

法

は

二
重

国

籍

を
好

ま

し
く

な

い
と
考

え

て

い

る

が
、

ロ
シ
ア
人

を
守

る

た
め

に
は
要

求

し
う

る
。

ル

カ
シ

ュ
ウ
ク
：

場

合

に
よ

る
。
条

約

に
よ

っ
て
例

外

と
し

て

は
可
能

で
あ

ろ

う
。

だ

が
起

こ
り

う

る

干
渉

と
法

的

不

明

瞭

さ

へ
の
懸

念

に

よ

っ
て
導

入

が
拒

ま

れ
て

い
る
。

ペ

ツ

ン
：

こ
の
問

題

は
二

力
国
間
関

係

と

し

て
解

決

さ
れ

ね
ば

な
ら

な

い
。

ト

ゥ
ズ

ム

ハ
メ

ー
ド

フ

"
個

々

の
場
合

に
協

定

で
可
能

。

ヤ

ク

シ
ク

日
賛
成

す

る
加
盟

国

も
あ

れ
ば
、
反
対

す

る
加
盟

国
も

あ

る
。

「
支

持
」
と

「
不
支

持
」
が
真

二

つ
に
わ

れ
た

が
、

支
持

す

る
側

に

ロ

シ
ア

人
、
不

支
持

の
側

に
ウ
ク

ラ
イ

ナ
人

が
目
立

っ
た
。

ロ
シ
ア
側

の

多

数

が
支
持

し
、

ウ

ク

ラ
イ
ナ

の
大
多

数

が
支
持

し

な

い
、

ベ
ラ

ル
ー

シ
は
意

見

が
わ

れ

て

い
る
と
整

理
し

て
よ

か

ろ
う
。

ウ

ク
ラ

イ
ナ
、

ベ

ラ

ル
ー

シ
の

「
不
支
持

」

は
、

二
重

国
籍

を
国
家

に
危
険

な
も

の
と
位

置

づ

け

て
お
り
、

そ

こ

に
は
強

硬
な

反
対

姿
勢

が

み
て

と
れ

る
。

シ

ン

カ

レ
ッ

カ
ヤ
、

ル
カ
シ

ュ
ク
、

ラ
ザ

レ
フ
ら
著

名
な

ロ
シ
ア

の
国
際

法

(ñòàòóñ  ñîîòå÷
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学
者

た

ち
が

「
そ

の
他

」
を

選
び

、
あ

ま
り

賛
成

で

は
な

い
が
、

個

々

の
条

約

に
基
づ

い
て

(場

合

に
よ

っ
て
は
)

導
入

し
う

る

と

い
う
消
極

的
許

容

の
立
場

を
示

し

て

い
る
点

が
興
味

深

い
。

な

お
、
今

回
追

加

し

た

コ
ー

ロ
ソ
フ
ら

モ
ス
ク

ワ
国
際
関

係
大

学

の
五

人

は

一
致

し

て

二
重

国
籍

に
反

対

と
記

し

て

い
る
。

ま

た
、

二
重

国
籍
導

入

へ
C
I

S
諸
国

の
多

数
が

消
極

的

な
理
由

と

し

て
リ

ー
ダ

ー

の
権
威

主
義

や

野
心

が
あ

げ

ら

れ

て

い
る
。

(2
)

平

和
維
持

C

I

S
平
和

維
持

活
動

に
お
け

る
問
題

点

、
平

和
維

持

の
定
義

、

国

連

と
C

I

S

の
平
和

維

持

活

動

に

お
け

る

異
同

な
ど

を

記

述

し

て

も

ら

っ
た
。

フ
イ

セ
ン

コ
を
除

い
て
大

な

り
小

な
り

、
C

I

S

の
平
和
維

(
3
)

持

活

動

の
問
題

点

を
指
摘

し

て

い
る
。

(平

和
維

持

活
動

の
問

題
点

)

ア
キ

メ

ン

コ
：

C

I
S

集
団
安

全

保
障
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
不
効

率

。

デ

ム
レ

ン

コ
：

公
平

性

お
よ
び

当

事
者

合
意

が
欠

如

し

て

い
る
点

。

デ

ル
ガ

チ

ョ
フ
：

ロ
シ
ア

に
活
動

が
独
占

さ
れ

、
全

て

の
国
が
参

加

し

て

い
る

わ
け

で

は
な

い
こ
と
。

ペ
ツ
ン

日
平
和
維
持
の
法
的
地
位
及
び
そ
の
活
動

の
遂
行
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
問
題
が
あ
る
。

(平
和
維
持
活
動
の
定
義
)

ベ
ル
グ
ホ
リ
ツ
ァ
ス
：
危
機
的
状
況
が
生
じ
う
る
地
域
に
お
け
る
平
和

維
持

の
た
め
の
国
際
法
的
性
格
づ
け
を
も
っ

た
諸
方
策
。

ブ

ロ
フ
カ
：
国
連
憲
章
三
三
条
「当
事
者
に
よ
る
平
和
的
解
決
の
義
務
」

に
依
拠
し
た
も
の
。

ヴ
ェ
リ
ャ
ミ
ノ
フ
：
平
和
維
持
は
個
々
の
国
や
集
団
の
保
護
を
受
け
て

は
な
ら
な
い
。

デ
ム
レ
ン
コ
：
国
連
に
お
け
る
よ
う
に
攻
撃
的
な
動
向
を

「柔
ら
か
く

規
制
す
る
方
法
。

ル
カ
シ
ュ
ウ
ク
：
当
事
者
の
合
意
に
よ
り
力
を
行
使
し
な
い
た
め
の
統

制
。

ミ
ロ
シ
ニ
コ
ヴ
ァ
：
相
互
の
了
解
に
よ
る
問
題
全
体
の
解
決
。

モ
イ
セ
エ
ー
フ
：
軍
事
紛
争
の
抑
止
と
そ
の
解
決
に
関
す
る
諸
策
の
総

体
。

ル
ド
ク
バ
ス
：
戦
争
及
び
軍
事
紛
争
あ
る
い
は
そ
れ
ら
が
生
じ
る
可
能

 (ïîääåðæ
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性

の
根
絶

フ
ィ
セ

ン

コ
：

当
事

者

の
和
解

と

平
和

的
生

活

の
復
興

。

そ

の
基

礎

は

当
事

者

の
合
意

と
平

和
維

持
参

加

国

と

の
し

か

る

べ
き
協
定

。

(
C

I
S
と

国
連

に
お
け

る
平
和

維
持

活
動

の
異

同

)

違

い
が
多

い
と
す

る
人
が
多

数

を
占

め

る
な

か
、
大

方
同

じ

(
ラ
ザ

レ
フ
)
、

「
法

的
違

い
は
な

い
」

(
ル
カ
シ

ュ
ウ

ク
・
フ
ィ

セ

ン

コ
)

と
す

る
意
見

も
あ

っ
た
。
具
体

的

に
明

示

さ
れ

た
違

い
と

し

て
は
、
「
軍
事
紛

争

の
調
整

に
関

し

て
」
(
モ
イ

セ

ー

エ
フ
)
、

「
一
、

C

I
S
平

和
維

持
活

動

が
国
内

紛

争

の
も

の
で
あ

る
点

、

二
、
紛

争
当

時

国
が
合

同

軍

に
参

加

す

る
点

」

(ト

ゥ
ズ

ム

ハ
メ

ー
ド

ブ
)
な

ど

の
指
摘

が
な

さ

れ
た
。

(
C

I
S

に
お

け
る
国

連
平

和
維

持

の
法
的

基
礎

)

C

I
S

の
平
和

維
持

活
動

に
国

連

の
平
和

維
持

活

動
を
行

う

法
的

基

礎

は
な

い
、
も
し

く
は
形

成
途

上

と
す

る
見
解

が

多
数

を
占

め

た
。
「
基

礎

は
あ

る
」

(
ル
カ

シ

ュ
ウ
ク
)
、

「
国
連

憲
章

他

で
基

礎
あ

り
」

(
ル
ド

ク
バ

ス
、

ト

ゥ
ズ

ム

ハ
メ

ー
ド

ブ
、

シ

ン
カ

レ
ッ

カ
ヤ
)

と
す

る
も

の

は
少
数
意

見

で
あ

る
が

、
C

I
S

問
題

で
影

響
力

を

も

つ
ロ
シ
ア

の
国

際

法
学

者

の
声

が
並

ん
だ
。

(
3
)

そ

の
他

の
問
題

(チ

ェ
チ

ェ
ン
独

立

を
民
族

自
決

の
観

点

か

ら
認

め

る

べ
き

か
)

ベ
ル
グ

ホ
リ

ツ

ァ

ス
：

認

め
る

べ
き

で
あ

り
、

チ

ェ
チ

ェ
ン
紛
争

は
C

I
S

の
状
況

に
否

定
的

な
影

響
を

与

え

て

い
る
。

ヴ

ェ
リ

ャ
ミ

ノ

フ
：

独

立

は
妥
当

で
あ

る

が
、

チ

ェ
チ

ェ
ン

で
迫

害

さ

れ

て

い
る

ロ
シ
ア
住
民

の
利

益

(特

に
領
土

的
利

益

)
を
考

慮

す

る
必

要

が
あ

る
。

デ

ム

レ
ン

コ
：

ロ
シ
ア
連
邦

の
範

囲

で
認

め
る

べ
き

で
あ

る
。
紛

争

は

C
I

S

に
と

っ
て
鍵

と
な

る
問
題

で
あ

る
。

ラ
ザ

レ
フ
：

民
族

自
決

権

が
、
特

に
民
族

が
飛
び

地

に
住

ん

で

い
る
よ

う

な
複

雑
な

国
家

を
崩

壊

さ
せ

て
は

な
ら

な

い
。

ル
カ

シ

ュ
ウ

ク
：

チ

ェ
チ

ェ
ン
は
独

立
し

て
存

在
す

る

こ
と

は

で
き
な

い
。

ミ

ロ
シ

ニ
コ
ヴ

ァ
：

独

立

す

べ
き

で
あ

る
。

こ
の
紛
争

は

ロ
シ
ア

と
政

治

家

た
ち

を
孤
立

と

不
信

に
追

い
や

っ
て

い
る
。

モ
イ

セ
ー

エ
フ
：

時

が
経

て
ば
、

お
そ
ら

く
認

め
ら

れ

る
だ

ろ
う
。

紛

争

は

C
I

S

に
否

定
的

な
影

響

を
及

ぼ
し

て

い
る
。

ル
ド
ク
ヴ

ァ

ス
：

も

し
、

そ
れ

が
人

民

の
意

志

な
ら
ば

絶

対

み
と

め
ら
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れ
る

べ
き

で
あ

る
。
紛

争

は
C

I
S

全
領

域

で

の
政

治
状

況

に
否
定

的

な
影
響

を

も
た

ら
し

て

い
る
。

フ

ィ
セ

ン

コ
：

独
立

す

べ
き

で
あ

る
。
だ

が
、

紛
争

は

C
I

S

に
は
決

定

的

な
影
響

を
与

え

な

い
。

シ

ン
カ

レ
ツ
カ

ヤ
：

独
立

す

べ
き

で
は

な

い
。

な
ぜ

な

ら
、

チ

ェ
チ

ェ

ン
指
導

部

は
自

分

た
ち

の
国
家

を

し
か

る

べ
き
も

の
と

す

る

つ
も

り

は

な
く
、

文

明

か
ら
切

り
離

さ

れ
る

こ
と
を

望

ん
で

い
る

に
過
ぎ

な

い
か

ら

で
あ

る
。

通
常

の
協

力

関
係

か
ら

手
を

ひ
こ
う

と
し

て

お
り
、

困
難

で
あ

る
。

(C
I
S
に
と

っ
て
最
も
緊
要
な
法
的
問
題
)

ベ
ル
グ
ホ
リ
ツ
ァ
ス
：
条
約
的
基
礎
の
完
成
。

デ
ム
レ
ン
コ
：
法
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
。

モ
イ
セ
ー
エ
フ
：
調
印
さ
れ
た
文
書
の
実
現
の
た
め
の
機
関
と
制
度
の

創
設
。

フ
ィ
セ
ン
コ
：
制
度
的
発
達
。
義
務
を
課
せ
ら
れ
た
決
定
の
導
入
。

シ
ン
カ
レ
ツ
カ
ヤ
：
国
内
行
政
的
手
法
の
対
立
が
最
も
深
刻
な
問
題
で

あ
り
、
諸
国
間
に
民
主
主
義
的
関
係
を
作
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

(C

I
S

に
関

す

る
展
望

)

ア
キ

メ

ン

コ
：
将

来

の
C

I

S
は
、

お

そ
ら
く

E

U
を
手

本

と
し

て
統

合

と
連

合

の
道

を
歩

む
。

ブ

リ

シ
チ

ェ
ン

コ
：

C
I

S

は
国
家

間
関
係

に
お

け
る
国

際
機
構

と
国

家

連
合

の
中

間

に
あ

る
新

し

い

「制

度

(

)
」

で
あ

る
。

国
際

機

構

及
び

国
家

連
合

に
関

す

る
旧

来

の
理
解

の
見

直

し
が
要

求

さ
れ

て

い

る
。

デ

ム
レ

ン

コ
：

よ
く

も
悪

く
も

二
〇

〇
〇
年

ま
で

に
展
望

の
行

方

は
、

平

和
維

持
活

動

の
結

果
、

経
済

的
成

功
、

ロ
シ
ア
連

邦

の
国
家

体
制

の

三
点

の
動
静

に
よ

っ
て
決

ま

ろ
う
。

デ

ル
ガ

チ

ョ
フ
：

C

I
S

は
効
率

的

な
作
業

を

保
証

し

え
な

い
重

た

い

構

造

を
有

し

て

い
る
。

C

I

S
は
安

定

し
、
形

式
が

定

ま

っ
た
も

の
で

は
な

く
、
漸

進
的

に
変

形

し
、
機

構

の
概
念

的

基
礎

は
加

盟
国

に
よ

っ

て
そ

れ
ぞ

れ

さ
ま
ざ

ま

に
理
解

さ

れ
る
も

の
と
な

ろ
う
。

締
結

さ

れ
た

協

定

の
多

く

は
そ
れ

を
実

現

す
る

メ
カ

ニ
ズ

ム

の
弱

さ

と
個

々

の
国

家

の
異

な

る
利

益

に
よ

っ
て
悪

い
結

果

し

か
生

み
出

さ
な

い
。

C
I

S

に

お
け

る
状

況

は
、

経

済
改

革

と

(何

よ

り
も
中

央

ア
ジ

ア
諸
国

、

カ
ザ

フ

ス
タ

ン
、

ア
ゼ

ル
バ
イ

ジ

ャ

ン
に
と

っ
て

の
)
統

合

へ
の
選

択

と

い

う
局
面

に
お

い
て
加

盟
国

間

の
違

い
を
際

だ

た
せ

る

で
あ

ろ
う

。

一m一



ド

ゥ
リ

ス
カ

ヤ
：

C
I

S

で
採

択

さ
れ

た
文
書

の
批

准
手

続

を
整
備

す

る

こ
と

が
不
可

欠

で
あ

る
。

C
I

S

で
採

択

さ
れ

た
文
書

が
明

確

に
適

用

さ
れ

る
か
ど

う

か
は
、

そ

の
文
書

が
加

盟
国

自
体

に
お

い
て
ど

の
よ

う

に
適
用

さ

れ
る

か
と

い
う

と

い
う

点
、

つ
ま
り
法

令

が
国
家

の
発

展

に
お

い
て
ど

の
よ
う

に
受

け
入

れ

ら
れ

る

の
か
と

い
う
点

に
か
か

っ
て

い
る
。

C
I

S
は
機

能

し
て

い
る
。

現
在

、

C
I

S

に
代

わ

る
選
択

は

存
在

し

な

い
。

ズ

ィ
バ
イ

ロ
：

現
在

の
C

I

S
は
、

国
際

形
成

の
理
論

と
現
実

に
お

い

て
未

知

の
あ
た

ら

し

い
も

の
で
あ

り
、
国

家
連

合

に
も

C
I

S
内
部

の

い
く

つ
か

の
同

盟

の
形
成

(
つ
ま

り
、
解

体
)

に
も

向

か

い
う

る
過

渡

的

な

性
格

を
有

し

た
特

殊

な
形

態

の
国
際

法
的

連
合

体

と
し

て
定
義

し

う

る
。

メ

レ
シ

コ
：

現

在

の
C

I
S

は
政
府

間
国

際
機

構

で
あ

る
。

C
I

S

の

民
族

を
越

え

た
水
準

の
向

上

も
予
想

さ

れ
、
漸

進
的

に
国
家
連

合
、

も

し

か
し

た
ら
将

来

は
連

邦

へ
も
進

む

こ
と
も
可

能

で
あ

る
。

ミ

ロ
シ

ニ

コ
ヴ

ァ
：

C

I
S

の
状
況

は
法

的
観

点

か
ら

み
た
規

律

が
弱

い
。
C

I
S

の
政
治
的

経
済

的

側
面

も

ま
だ
練

り
上
げ

ら
れ

て

い
な

い
。

あ

る
面

で
C

I
S

は
同
盟

で
あ

る

が
国
際

的

な
地
位

を

勝

ち
得

て

い
な

い
。

ま

た
あ

る
面

で

こ
の
同
盟

は

人
為
的

な
性

格

を
有

し

て

い
る
。

モ
イ

セ
ー

エ
フ
：

C

I
S

の
主
要

問
題

は
C
I

S
諸

国
間

で
締

結

さ
れ

た
条
約

や
協

定

の
作

用

の
問
題

で
あ

る
。

ネ

リ
プ
：

現

在

の
C

I
S

は
時
代

の
要

請

に
応

え

て
お
ら
ず

、

E

U

の

よ
う

な
共
同

体

の
よ

り
現
代

的
形

態

に
変

わ
る

必
要

が
あ

ろ
う

。

ペ
ツ

ン
：

今

日

の
C

I
S

に
将
来

は
な

い
。
C

I
S

は
根

本
的

に
再
編

さ
れ

る

か
、

機
構

と
し

て
そ

の
存

在

を
停

止
す

る
だ

ろ
う

。

ル
ド

ク
バ

ス
：

加

盟

国

の
相
互
関

係

が
、

主
権

平
等

・
国

内
問

題
不

干

渉

・
実

質
的

に
相

互

互
恵

的
な
協

力

と

い

っ
た

国
際

法

の
諸
原

則

に
応

じ

て
国
家
間

関
係

を
構

築

し
、

ま
た
市

場
経

済

の
科

学
的

法
則

に
則

っ

た
経
済

シ
ス

テ
ム
を
構

築

し
た

と
き

に
初

め

て
、
C

I

S
は
十

分

に
機

能

し

う

る
。

結

局
、

人
民

の
利

益

と
志
向

の
現

実

に
尊
重

し

て
は

じ
め

て
そ

う
な

る

の
で
あ

る
。

ト
ラ
グ

ニ

ュ
ク
：

さ
し
あ

た

り
、
C

I

S
加
盟

国

は
拒
否

す

る

で
あ

ろ

う
が

、
将
来

的

に

は
積

極

的
な
統

合

プ

ロ
セ
ス
を
進

む

E
U
を

手
本

と

す

る
よ
う

に
な

ろ
う
。

シ

ャ
タ

ス
：

ポ

ス
ト

・
ソ
ビ

エ
ト

の
主
権

国
家

間
経

済
機

構

と
し

て
、

今

日

の
C
I
S

は
受

け

入
れ

ら
れ

る
形
態

と
協

力
方

法

を
探
求

す

る
段

階

に
あ

る
。

二

一
世

紀
初

頭

に

か
け

て
機

構
形

成

の
基
本

的
諸

問
題

は

解

決

さ

れ
、
C

I

S
は
通

常

に
機
能

し
始

め

よ
う
。

将
来

、

こ

の
機

構

一醜一



に
別

の
諸

国

も

何

ら

か

の
か

た

ち

で
加

わ

る
可

能

性

も
排

除

で
き

な

い
。

ヤ

ク

シ
ク

日
現
在

の
C
I

S

の
形

態

は
長

く
存

在

し
得

な

い
。

疑

い
な

く

、
近

い
う
ち

に
相
当

に
変

形

す
る

だ

ろ
う
。

3

回

答

者

の
プ

ロ
フ

ィ

ー

ル

(
国

籍

・
所

属

・
専

門

な

ど

)

*
は
本

稿

で
追
加

し

た
五
名

。

な

お
、

ロ
シ
ア
語

ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト
順

に
並

べ
て
あ

る
。

ア
キ

メ
ン

コ

ベ
ラ

ル
ー

シ
、

ベ

ラ

ル
ー
シ
大
学

国

際
法

講
座

。
人
権

問

題
。

ベ
ル
グ

ホ
リ

ツ

ァ

ス

ラ
ト
ビ

ア
、

一
九
三

四
年
生

、

バ

ル
ト

・
ロ
シ
ア
研
究

所

教
授

。
環

境

法

・
海

洋
法

。

ブ

リ

シ
チ
ェ

ン
コ

ロ
シ
ァ
、

一
九
三

〇
年
生

、
国

際
法

研
究

所
所

長
。
国
際
人

道

法
な

ど
。

ブ

ロ
フ
カ

ベ
ラ

ル
ー

シ
、

一
九

三
六
年

生
、
ベ
ラ

ル
ー

シ
大

学

国
際
法

講
座

教
授

。

ヴ

ェ
リ

ャ
ミ
ノ

フ

ロ
シ
ア
、

一
九

二
五
年

生
、

国
家

と
法
研

究
所

。
国

際
経

済
関

係
法

・

国
際
機

構

法
。

ガ
ラ
ニ

ウ

ク
ラ
イ

ナ
、

一
九

五
九
年

生

、

キ

エ
フ

モ
ヒ
ラ

・
ア

カ
デ

ミ
ー
、

歴

史

学
博

士
候

補
。

ダ

ニ
レ
ヴ

ィ
チ

ベ
ラ

ル
ー

シ
、
大

統
領

府
行

政

ア

カ
デ

ミ
ー
教

師
。

デ

ム
レ

ン
コ

ロ
シ
ア
、

一
九

五
五
年

生
、

国
防

省

、
政

治
学

博
士

候
補

。
平

和
維

持

の
法
的

問
題

。

デ

ル
ガ

チ

ョ
フ

ウ

ク

ラ

イ

ナ

、

一
九

五

一
年

生

、

キ

エ

フ

モ

ヒ

ラ

・
ア

カ

デ

ミ

ー

、

歴

史
学
博
士
候
補
。

ド
ゥ
リ
ス
カ
ヤ

ベ
ラ

ル
ー

シ
、

C
I

S
執
行

事

務
局

。

ズ

ィ
バ

イ

ロ

ベ
ラ

ル
ー
シ
、

一
九

七

一
年

生

、
大

統
領

府
行

政

ア
カ
デ

ミ

ー
教
師

、

民
族
自

決
論

。

イ
ヴ

ァ
ネ

ン

コ

(Ã
àðàíü 

À
ëåêñåé  

Â
àñèëüåâè÷

)

(Ä
àíèëåâè÷

 
À

ëåêñàíäð 
Ñ

òàíèñëàâîâè÷
)

(Ä
åìóðåíêî 

À
íäðåé 

Â
ëàäèìèðîâè÷

)

(À
êèìåêî 

Ê
îíñòàíòèè 

Â
èêòîðîâè÷

)

(Ä
åðãà÷

îâ 
À

ëåêñàíäð 
Ïåòðîâè÷

)

(Á
åðãõîëüöàñ 

È
îíàñ 

È
îêóáîâí÷

)

(Ä
óëüñêàÿ 

Å
ëåíà 

È
âàíîâíà)

(Á
ëèùåíêî 

È
ãîðü 

Ïàâëîâè÷
)

(3ûáàéëî 
À

ëëà 
È

âàíîâíà)

(Á
ðîâêà 

Þðèé 
Ïåòðîâè÷

)

(Â
åëüÿìèíîâ 

Ã
åîðãèé 

Ìèõàéëîâè÷
)

(È
âàíåíêî 

Â
èòàëèé 

Ñ
åìåíîâè÷

)



ロ
シ
ア
、

一
九

四

六
年

生

、

サ

ン
ク
ト

・
ペ
テ

ル
ブ

ル
グ

大
学

国
際

法

講
座

助
教

授
。

イ
ヴ

ァ
ノ
ブ

ロ
シ
ア
、

一
九

七

三
年
生

、

モ

ス
ワ
ク
国

際
関

係
大

学

国
際
法

講
座

、

大
学

院
生

。

ケ
ポ
フ

ロ
シ
ア
、

一
九

七

三
年

生

、

モ

ス
ク
ワ
国

際
関

係
大

学

国
際
法

講
座

、

大
学

院
生

。

コ

ー

ロ

ソ

フ

ロ
シ
ア
、

一
九

三

四
年

生

、

モ

ス
ク

ワ
国

際
関

係
大

学

国
際
法

講
座

主

任
教

授
。
宇

宙

法

・
人
権

な

ど
。

ク

レ
ム

ニ

ョ
フ

ロ
シ
ア
、

一
九

五

四
年

生

、

モ

ス
ク

ワ
大

学

国
際
法

講
座

教
師

。

C
I

S

の
法
的

問
題

。

ク
リ

フ
チ

コ
ヴ

ァ

ロ
シ
ア
、

一
九

三

四
年
生

、

モ

ス
ク

ワ
国

際
関

係
大

学

国
際

法
講
座

教

授

。

国
際
機

構

法
。

ク
プ
シ
ニ
ナ

ロ
シ
ア
、

モ
ス
ク

ワ
国
際

関
係

大
学

国
際

法
講

座
助

教
授

。

ラ
ザ

レ

フ

ロ
シ
ア
、

一
九

二
〇
年

生

、

ラ
テ

ン

・
ア
メ
リ

カ
研
究

所

教
授

、
法

学

博

士
。

レ
オ

ノ
ヴ

ィ
チ

ベ
ラ

ル
ー

シ
、

一
九

七

一
年

生
、

ベ
ラ

ル
ー

シ
大
学
教

師

。

ル
カ

シ

ュ
ウ
ク

ロ
シ
ア
、

一
九

二
六
年

生

、
国
家

と

法
研
究

所

主
任

研
究

員
。

メ

レ
シ

コ

ウ

ク
ラ
イ

ナ
、

一
九
七

一
年

生
、
外

交

ア
カ
デ

ミ

ー
、
法
学

博

士
候
補

。

ミ

ロ
シ

ニ

コ
ヴ

ァ

ロ
シ
ア
、

ヤ

ロ
ス
ラ

フ
ス
キ

ー
大
学

国
法

講
座

助
教

授
。
立

法

の
諸

問

題
。

モ
イ

セ
ー

エ
フ

ロ
シ
ア
、

一
九

三
九

年
生

、

モ

ス
ク

ワ
法

律

ア
カ
デ

ミ

ー
国

際

法

講
座

教

師
。

C

I
S

の
法

的
問

題
。

ネ
リ
プ

ウ

ク
ラ
イ

ナ
、

一
九

五
六
年

生

、

キ

エ
フ
大
学

助
教

授
、

法
学

博
士

候

補
。

ペ

ツ
ン

(Ë
àçàðåâ 

Ìàðêëåí 
È

âàíîâè÷
)

(È
âàíîâ  

Ä
ìèòðèé 

Â
ëàäèìèðîâè÷

) 
*

(Ë
åîíîâè÷

 
Å

ëåíà 
Á

îðèñîâíà)

(Ê
åïîâ 

À
íàòîëèé 

Á
îðèñîâè÷

)
(Ë

óêàøóê 
È

ãîðü 
È

âàíîâè÷
)

(Ìåðåæ
êî 

À
ëåêñàíäð 

À
ëåêñàíäðîâè÷

)

(Ê
îëîñîâ 

Þðèé 
Ìèõàéëîâè÷

) 
*

(Ìèðîøíèêîâà 
Íàäåæ

äà 
È

âàíîâíà)

(Ê
ðåìíåâ 

Ïåòð 
Ïåòðîâè÷

)

(Ìîèñååâ 
Å

âãåíèé 
Ã

ðèãîðüåâè÷
)

(Ê
ðèâ÷

èêîâà 
Ý

ìèëü 
Ñ

åìåíîâíà) 
*

(Íåëèï 
Ìèõàèë 

È
âàíîâè÷

)

(Ê
óïóøíèíà 

Îëüãà 
Â

èêòîðîâíà) 
*

(Ïåöóí 
Å

ëåíà 
À

íàòîëüåâíà)



ウ

ク
ラ

イ
ナ
、

一
九
七

二
年
生

、

「
ユ
ー

ラ

シ
ア
基
金

」
勤
務

、
東

欧
研

究

所

大
学

院
生

。

ル
ド

ク
バ

ス

ウ

ク
ラ

イ
ナ
、

一
九

四

四
年
生

、
キ

エ
フ
大

学
法

学
部

人
権

講
座

教
師

。

人
権

。

セ

ミ

ョ

ー

ノ

フ

ウ

ク
ラ

イ
ナ
、

ハ
リ

コ
フ
法
学

ア
カ
デ

ミ

ー
国
際

法
講

座
教

授

。

ト
ラ
グ

ニ

ュ
ク

ウ

ク
ラ

イ
ナ
、

ウ
ク
ラ

イ

ナ
法
学

ア

カ
デ

ミ
ー
、

大
学

院
生

。

ト

ゥ
ズ

ム

ハ
メ
ー
ド

フ

ロ
シ
ア
、

一
九
五

五
年

生
、
憲

法

裁
判

所
。

平
和

維
持

の
法
的

問
題

。

フ

ァ
ジ

ロ

フ

ア
ゼ

ル
バ
イ
ジ

ャ

ン
、

一
九

五

三
年
生

、

ア
ゼ

ル

バ
イ
ジ

ャ
ン
航
空
会

社
法

律
顧

問
。

フ

ヨ
ー

ド

ロ
ヴ

ァ

ロ

シ

ア

、

弁

護

士

。

フ
ィ
セ

ン

コ

ベ
ラ

ル
ー

シ
、
一

九
七

〇
年

生
、

ウ

ク

ラ
イ
ナ

外
務

省
、

}
九

九

三
年

モ

ス
ク

ワ
国

際
関
係

大

学
国

際
法

講
座

卒
業

、

九
六
年

ベ
ラ

ル
～

シ
大

学

で
博

士
候

補

と
な

る
。
紛

争

の
平

和
的
解

決

・
C

I
S

の
法
的

問

題
。

シ
ン
カ

レ

ツ
カ
ヤ

ロ
シ
ア
、

一
九

四

一
年

生
、

国
家

と

法
研
究

所

研
究

員
。

C

I
S

の
法

的

問
題

・
特

に

ロ
シ
ア
系
住

民

の
諸

問
題

。

シ

ャ
タ

ス

リ
ト

ワ

ニ
ア
、

一
九

三
三
年

生

、

カ
ウ

ナ

ス
技

術
大

学
助

教
授

、
法

学

博

士
候

補
。

シ
チ

ェ
ル
バ

コ
ヴ

ァ

ロ
シ
ア
、

ヤ

ロ
ス
ラ

フ

ス
キ

ー
大
学

教
授

。
国

際
法

史

・
法
的

心

理

・

国

法

の
諸
問

題
。

ユ

レ
ヴ

ィ
チ

ベ
ラ

ル
ー

シ
、

C
I

S
執
行

事

務
局

、
歴

史
学

博

士
候
補

。

ヤ
ク
シ
ク

ウ
ク

ラ
イ

ナ
、

キ

エ
フ

モ
ヒ

ラ

・
ア
カ
デ

ミ

ー
法
学

部
教

授

。

注
(
1
)
岩
下
明
裕

『「
ソ
ビ

エ
ト
外
交
パ
ラ
ダ

イ
ム
」
の
研
究
』
国
際
書
院
、

一
九
九
九
年
、

二
三
七
頁
。
C
I
S
研
究
会
全
般

に
関
す
る

こ
の
よ
う
か

「
空
白
」
を
埋
め
る
試
み
と
し

て
、
『
C
I
S

の
現
状

と
将
来

の
動
向
』
日

本
国
際
問
題
研
究
所
、

一
九
九

八
年
を
み
ら
れ
た

い
。

(Ø
èíêàðåöêàÿ 

Ã
àëèíà 

Ã
åîðãèåâíà)

(Ð
óäîêâàñ 

À
ëåêñàíð  

Ñ
òåïàíîâè÷

)

(Ø
àòàñ 

Þîçàñ 
Þîçîâè÷

)

(Ñ
åìåíîâ 

Â
ëàäèìèð)

(Ò
ðàãíþê 

Îëåñÿ 
ßíîâíà)

(Ù
åðáàêîâà 

Íèíà 
Â

èêòîðîâíà)

(Ò
óçìóõàìåäîâ 

Á
àõòèÿð 

Ð
àèñîâè÷

)

(Þðåâè÷
 

À
ëåêñàíäð 

À
äàìîâè÷

)

(Ô
àçèëîâ 

À
ëüôðåä 

Ä
æ

àáèðîâè÷
)

(ßêóøèê 
Â

àëåíòèí 
Ìèõàéëîâè÷

)

(Ô
åäîðîâà 

Ìàðèíà 
Ïåòðîâíà)

(Ô
èñåíêî 

È
ãîðü 

Â
àëåíòèíîâè÷

)



(
2
)
岩
下
前
掲
書
、
二
四

一
ー
二
四
三
頁
。

(
3
)
な
お
、
こ
の
概
念

の
ロ
シ
ア
語
が
も

つ
特
有

の
問
題

に
関

し
て
は
、
岩

下
前
掲
書
、

二
四
四
頁

を
参
照
。

一
46

「


